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	＜このアンケートについて＞

◆このアンケートは、県内の事業者様から、無作為に抽出した事業者、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく特定事業所及び秋田県温暖化対策推進条例に係る計画書制度等の対象事業者の合計1,000者を対象とし、ご協力をお願いしています。

◆アンケートにお答えいただいた内容は、統計的に処理を行い、会社名や個人名など個別情報を公表することはありません。また、秋田県の業務以外の目的に使用することはありません。
[image: ]
◆URLまたは右のQRコードよりWebアンケートフォームにアクセスいただき、９月４日（金）までにご回答ください。＜アンケートフォームＵＲＬ＞
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeGELP1bafUlfKNypjE9dvf2VKok-jrQYiIIzspVEta41kYUQ/viewform?usp=header




◆Webアンケートフォームでの回答が困難である場合は、以下のメールアドレスあてに調査票をご返送ください。
　E-mail　r08-akita-energy@dcne.co.jp【大日本ダイヤコンサルタント(株)（委託先）】



	＜問い合わせ先＞

秋田県地球温暖化対策推進計画 及び アンケート調査の趣旨について

秋田県　生活環境部　温暖化対策課（担当：本間、佐々木）
E-mail：en-ondanka@pref.akita.lg.jp　、　電話：018-860-1573　　
電話受付時間：平日　午前8時30分～午後5時15分

アンケート調査の内容 及び 入力方法について

大日本ダイヤコンサルタント（株） 新領域事業部 環境エネルギー部 計画室
（担当：浦瀬、鈴木）
電話：048-600-6695（直通）
受付時間：平日　午前10時～午後5時


1.事業所について
【設問1】貴事業所名、住所、連絡先をご記入ください。
	項目
	記入欄

	社名・事業所名
	

	住所
	

	連絡先
	担当者の方の部署、役職、お名前：

	
	電話番号：

	
	メールアドレス：

	
	会社HP（URL）：



【設問2】貴事業所の業種についてお尋ねします。該当する番号を選択してください。
	農業、林業
	1
	
	運輸業、郵便業
	8
	
	医療、福祉
	15

	建設業
	2
	
	卸売業、小売業
	9
	
	教育、学習支援業
	16

	漁業
	3
	
	金融業、保険業
	10
	
	複合サービス事業
	17

	鉱業、採石業、砂利採取業
	4
	
	不動産業、物品賃貸業
	11
	
	その他のサービス業
	18

	製造業
	5
	
	学術研究、専門・技術サービス業
	12
	
	公務
	19

	電気・ガス・熱供給・水道業
	6
	
	宿泊業、飲食サービス業
	13
	
	その他（　　　　　　　）
	20

	情報通信業
	7
	
	生活関連サービス業、娯楽業
	14
	
	
	



【設問3】貴事業所の種類についてお尋ねします。該当する番号を選択してください。
	事務所（製造設備を設置していない）
	1

	工場（製造設備を設置している）
	2

	店舗
	3

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	4



【設問4】貴事業所の従業員数（常勤及び長期アルバイト、パートタイマーを含む）についてお尋ねします。該当する番号を選択してください。
	1）10人未満
	2）10～29人
	3）30～49人
	4）50～99人

	5）100～299人
	6）300～499人
	7）500～999人
	8）1,000人以上





2．事業活動における地球温暖化対策の取組状況について
【設問5】貴事業所が取り組んでいる地球温暖化対策について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 省エネ型設備への更新・新規導入　　　→【設問6】へ
2) 運用改善による省エネの推進
3) エネルギー使用量・温室効果ガス排出量の把握・測定
4) 自家消費型太陽光発電設備の導入
5) 再エネ100％等のCO2フリー電力・CO2フリーガスプランの利用
6) カーボン・オフセット（非化石証書やJ-クレジット制度による温室効果ガス排出削減量の購入・売却等）
7) 環境関連の認証制度（中小企業版SBT※1、RE Action※2、エコアクション21※3等）の取得
8) 環境ブランディング（脱炭素の取組による自社製品やサービスの差別化）
9) 脱炭素関連ビジネスの展開（脱炭素につながる製品・サービス・技術の開発や販売等）
10) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11) 取組は行っていない


※1　企業の温室効果ガス削減目標がパリ協定が求める「1.5℃目標」に整合しているかを、国際イニシアチブのSBTiが認定する制度です。
※2　電力需要家が使用電力を100％再生可能エネルギーに転換する意思と行動を示すことで市場や政策を動かし、社会全体の再エネ利用100％を促進する枠組みです。
※3　環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシステム（EMS）です。「PDCAサイクル」を継続的に改善する手法の基礎として、組織や事業者等が環境への取り組みを自主的に行うための方法を定めています。

【設問6】「設問5」で「 1)省エネ設備への更新・新規導入」を選択した事業所にお尋ねします。更新・新規導入した省エネ設備について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) LED照明
2) 制御機能付きLED照明器具
3) 高効率空調
4) 業務用給湯器
5) 産業ヒートポンプ
6) 高性能ボイラ
7) 冷凍冷蔵設備
8) 低炭素工業炉
9) 高効率コージェネレーション
10) 変圧器
11) 産業用モータ
12) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



【設問7】「設問5」で「 2)運用改善による省エネの推進」を選択した事業所にお尋ねします。省エネ診断等の受診の実施状況について、該当する番号を選択してください。（1つだけ選択）
	1) 省エネ診断等を受診した
2) 省エネ診断等は受診していない


【設問8】貴事業所で今後、実施したいと考えている地球温暖化対策について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 省エネ型設備への更新・新規導入　　　　→【設問9】へ
2) 運用改善による省エネの推進
3) エネルギー使用量・温室効果ガス排出量の把握・測定
4) 自家消費型太陽光発電の導入
5) 再エネ100％等のCO2フリー電力・CO2フリーガスプランの利用
6) カーボン・オフセット（非化石証書やJ-クレジット制度による温室効果ガス排出削減量の購入・売却等）
7) 環境関連の認証制度（中小企業版SBT、RE Action、エコアクション21等）の取得
8) 環境ブランディング（脱炭素の取組による自社製品やサービスの差別化）
9) 脱炭素関連ビジネスの展開（脱炭素につながる製品・サービス・技術の開発や販売等）
10) SDGsに関する取組
11) 資源循環（サーキュラーエコノミー）に関する取組
12) ネイチャーポジティブ※1や生物多様性を意識した取組
13) GXリーグ※2への参画（排出量取引制度GX-ETS※3の活用等）
14) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
15) 実施したい取組はない


※1　人間活動による自然や生物多様性の損失を食い止め、回復軌道に乗せることを指します。
※2　2050年のカーボンニュートラル実現と社会変革を見据えてGX（脱炭素と経済成長の同時実現）への挑戦を行い、持続的な成長の実現を目指す企業が、同様の取組を行う企業群や官・学と共に協働する場のことです。
※3　2025年6月に改正されたGX推進法に基づき、制度運用が開始された排出量取引制度です。

【設問9】「設問8」で「 1)省エネ設備への更新・新規導入」を選択した事業所にお尋ねします。今後、更新・新規導入したい省エネ設備について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) LED照明
2) 制御機能付きLED照明器具
3) 高効率空調
4) 業務用給湯器
5) 産業ヒートポンプ
6) 高性能ボイラ
7) 冷凍冷蔵設備
8) 低炭素工業炉
9) 高効率コージェネレーション
10) 変圧器
11) 産業用モータ
12) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




【設問10】貴事業所における自動車の使用や導入について、項目ごとに該当する番号を選択してください。業務上必要のない項目、または実施できない項目は「該当しない」を選択してください。（項目ごとに1つだけ選択）
	自動車の使用や導入について
	回答

	
	実施して
いる
	実施予定
(3年以内)
	実施検討中(時期未定)
	実施する
予定なし
	該当しない(自動車利用がない)

	自動車利用
	①自動車の利用削減（公共交通機関の積極利用）
	1
	2
	3
	4
	5

	
	②運転の仕方や維持管理での工夫（点検、エコドライブ、混雑回避等）
	1
	2
	3
	4
	5

	トラック等による輸送の合理化
	③効率化の実施（共同輸配送、帰り荷の確保等）
	1
	2
	3
	4
	5

	
	④大型車両導入による輸送効率の改善（25トン車やトレーラーの導入）
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑤車両の買換えによる燃費の向上
	1
	2
	3
	4
	5

	次世代
自動車の
導入
	⑥ハイブリッド自動車（HV）の導入
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑦電気自動車（EV）の導入
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑧プラグインハイブリッド自動車（PHV）の導入
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑨燃料電池自動車（FCV）の導入
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑩クリーンディーゼル自動車（CDV）の導入
	1
	2
	3
	4
	5





【設問11】貴事業所における電力の使用等について、項目ごとに該当する番号を選択してください。業務上必要のない項目、または実施できない項目は「該当しない」を選択してください。（項目ごとに1つだけ選択）
	電力の使用等について
	回答

	
	実施して
いる
	実施予定
(3年以内)
	実施検討中(時期未定)
	実施する
予定なし
	該当しない(電力契約がない)

	再生可能エネルギーにより発電した電力の自家消費
	①太陽光発電
	1
	2
	3
	4
	5

	
	②風力発電
	1
	2
	3
	4
	5

	
	③その他（　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5

	再生可能エネルギーにより発電した電力の売電
	④太陽光発電
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑤風力発電
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑥その他（　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5

	再生可能エネルギー熱の自家利用
	⑦太陽熱利用
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑧地中熱利用
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑨工場排熱利用
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑩その他（　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5

	⑪蓄電池、燃料電池の設置
	1
	2
	3
	4
	5

	⑫コージェネレーションシステムの設置
	1
	2
	3
	4
	5

	⑬使用電力の脱炭素化（CO2排出の少ない電力の利用や電力会社の選択）
	1
	2
	3
	4
	5

	⑭オフセットクレジット、グリーン電力証書の購入
	1
	2
	3
	4
	5

	⑮その他（具体的に：　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5





3．地球温暖化対策への意識について
【設問12】貴事業所における温室効果ガスの削減目標・削減計画について、該当する番号を選択してください。（1つだけ選択）
	1) 削減目標を設定し、具体的な削減計画を策定している
2) 削減目標の設定や削減計画の策定を検討している
3) 削減目標の設定や削減計画に関する情報を収集中・調査中である
4) 検討の予定なし



【設問13】貴事業所における地球温暖化対策に取り組む理由や目的について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 光熱費・燃料費の削減
2) 企業としての評価や知名度の維持・向上
3) ビジネス環境の変化や技術革新への対応
4) 将来的な規制や負担増への備え（炭素賦課金導入等）
5) 気候変動によるビジネスへの影響（自然災害の増加、生態系の変化等）
6) 取引維持・拡大（取引先からの温室効果ガス排出削減要請への対応等）
7) 従業員のモチベーション向上、採用面でのアピール強化
8) 資金調達（金融機関からの融資や補助金活用等における優遇獲得等）
9) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





【設問14】貴事業所の環境管理等の取組状況について、項目ごとに該当する番号を選択してください。業務上必要のない項目、または実施できない項目は「該当しない」を選択してください。（項目ごとに1つだけ選択）
	環境管理等の取組状況について
	回答

	
	実施して
いる
	実施予定
(3年以内)
	実施検討中(時期未定)
	実施する
予定なし
	該当しない

	①環境保全のための指針やガイドラインの策定
	1
	2
	3
	4
	5

	②環境報告書（CSR報告書）の作成・公開
	1
	2
	3
	4
	5

	③SDGsに関する取組の公表
	1
	2
	3
	4
	5

	④ISO14001の認証の取得
	1
	2
	3
	4
	5

	⑤ISO14001以外の環境マネジメントシステム（エコアクション21、エコステージ等）の認証の取得
	1
	2
	3
	4
	5

	⑥RE100・再エネ100宣言RE Actionへの加盟
	1
	2
	3
	4
	5

	⑦その他（具体的に：　　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5



【設問15】貴事業所の地球温暖化や脱炭素に関し、取引先等から要請を受けている内容について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 温室効果ガス排出量の把握・測定（直接排出量：Scope1、エネルギー起源の間接排出量：Scope2等）
2) 温室効果ガス排出量の把握・測定（製品・サービス単位の排出量：カーボンフットプリント）
3) 温室効果ガス排出量の具体的な削減目標設定・進捗報告
4) 電力やガスの再エネ化（カーボン・オフセット含む）
5) 環境関連の認証制度の取得（中小企業版SBT、RE Action、エコアクション21等）
6) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7) 要請はない





4．地球温暖化対策を実施する上での課題について
【設問16】貴事業所の地球温暖化対策を進める上で、取り組むハードルとなった・なっているもの、なり得るものについて、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 費用・コスト面の負担が大きい
2) 排出量削減に取り組むためのマンパワー・ノウハウが不足している
3) 排出量の具体的な算定方法がわからない
4) メリット・意義が感じられない
5) 排出量削減に取り組むための資金が不足している
6) 何が排出量算定の対象になるのかわからない
7) 専門用語等が多く、理解できない
8) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
9) 特にハードルはない




5．地球温暖化施策に関する行政への要望について
【設問17】温暖化対策を進める上で、自治体に期待する支援について、該当する番号を選択してください。（複数選択可）
	1) 省エネ設備、再エネ導入等に対する資金面での支援（補助金、税優遇等）
2) 脱炭素につながる製品・サービス等に対する支援（補助金、助成金等）
3) 脱炭素につながる技術の開発等に対する支援（補助金、助成金等）
4) 排出削減・貢献量に応じたインセンティブ拡充（補助金上乗せ、金融機関による融資優遇等）
5) 専門家による相談・コンサルティング
6) 脱炭素関連ビジネス（脱炭素につながる製品・サービスの販売等）の市場拡大に向けた取組（グリーン調達の推進等）
7) 脱炭素に関するビジネスマッチング機会の拡充
8) GX市場創出の機運醸成（GXリーグの周知・PR等）
9) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





6．気候変動の影響について
【設問18】地球温暖化施策がもたらす「気候変動の影響への適応」について、どのくらい知っていましたか。該当する番号を選択してください。（1つだけ選択）
	1) 内容をよく知っている
2) 内容はよく知らないが、聞いたことがある
3) 聞いたことがない



【設問19】気候変動の影響について、貴事業所の事業活動にどのような影響を既に受けた・受けている、または今後受けると想定されますか。該当する番号を選択してください。（項目ごとに1つだけ選択）
	気候変動による影響
	回答

	
	影響を既に受けた
	影響を受けている
	今後影響が想定される
	特に影響
しない
	該当しない

	建物
・
設備
	①異常気象、気象災害による施設の損傷や修復費用の増加
	1
	2
	3
	4
	5

	
	②洪水や海面上昇、高潮等による事業場等の移転の必要性の増加
	1
	2
	3
	4
	5

	従業員等
	③熱中症や感染症による健康リスクの増加や、熱中症の予防に伴うコストの増加
	1
	2
	3
	4
	5

	
	④気象災害による従業員の被災や通勤の阻害
	1
	2
	3
	4
	5

	製造
・
活動
	⑤気象災害等による製造施設の損傷や事業活動の中断
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑥気候条件変化（降水量、気温、湿度等）による製品品質、水利用への影響
	1
	2
	3
	4
	5

	供給
・
物流
	⑦原材料や部品などのサプライヤー、顧客、流通網などのサプライチェーン断絶による事業活動の中断
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑧原材料の収量や品質の低下、原材料等のコスト増
	1
	2
	3
	4
	5

	市場
・
顧客
	⑨顧客ニーズや消費者動向の変化（例：高温耐性へのニーズ）
	1
	2
	3
	4
	5

	
	⑩取引や融資の条件の変化（例：気象災害の増加に関わらず安定供給が求められる）
	1
	2
	3
	4
	5

	⑪その他（　　　　　　　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5




【設問20】貴事業所での「気候変動の影響への適応」に関する取り組みについて、項目ごとに該当する番号を選択してください。業務上必要のない項目、または実施できない項目は「該当しない」を選んでください。
	気候変動の影響への適応に関する
取組について
	回答

	
	実施して
いる
	ある程度
実施して
いる
	あまり実施していない
	実施して
いない
	該当しない/わからない

	①熱中症等の健康被害への対策
	1
	2
	3
	4
	5

	②洪水・台風等の気象災害への対策（例：停電への備え、食料の備蓄）
	1
	2
	3
	4
	5

	③製品の製造・販売への対策（例：製品販売時期の調整、顧客ニーズに応じた製品の改良）
	1
	2
	3
	4
	5

	④製品等の流通への対策（例：複数の流通手段やルートの確保）
	1
	2
	3
	4
	5

	⑤農作物への影響の対策
	1
	2
	3
	4
	5

	⑥水資源不足への対策（例：貯水施設の設置、節水等の水利用の合理化）
	1
	2
	3
	4
	5

	⑦その他（　　　　　　　　　　　　　）
	1
	2
	3
	4
	5



7．秋田県の地球温暖化対策に関するご意見
【設問21】秋田県の地球温暖化対策について、お気づきのことやご意見等がありましたら、自由に記入していください。
	



ご協力ありがとうございました。
- 2 -
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＜ このアンケートについて ＞     ◆ この アンケート は、 県内 の 事業者様 から、 無作為 に 抽 出 した 事業者、地球温暖化対策 の推進に関する法律に基づく特定事業所及び秋田県温暖化対策推進条例に係る計画 書制度等の対象事業者の合計 1,000 者を対象とし、 ご 協力をお願いしています。     ◆ アンケート にお 答 えいただいた 内容 は、 統計的 に 処理 を 行 い 、 会社名 や 個人名 など 個 別情報を公表することはありません。また、秋田県の業務以外の目的に使用すること はありません。     ◆ URL または 右 の QR コード より Web アンケートフォーム に アクセスいただき、 ９ 月 ４ 日（ 金 ） までに ご回答ください。         ◆ Web アンケートフォーム での 回答 が 困難 である 場合 は、 以下 の メールアドレス あて に調査票をご返送ください。     E - mail   r08 - akita - energy@dcne.co.jp 【大日本ダイヤコンサルタント ( 株 ) （委託先）】  
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